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参議院農林水産委員会【議事録】 
（令和元年 5月 14 日） 

 
   

  

 農地中間管理事業の推進に関する法律等の一部を改正する法律案 

 

■□≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡□■ 

 

○委員長（堂故茂君）  

農地中間管理事業の推進に関する法律等の一部を改正する法律案を議題

といたします。 

本案の趣旨説明は既に聴取しておりますので、これより質疑に入ります。 

質疑のある方は順次御発言願います。 

 

藤木眞也君 

自由民主党の藤木眞也でございます。 

3 人の参考人の方には、お忙しい中に、貴重な御意見をいただきましてあ

りがとうございました。 

私は、3 年前に当選をして国会議員になったわけですが、その前は熊本県

のＪＡかみましきという農協の組合長をやっておりまして、熊本で約 30 年

農業者として現場で仕事をしてきた人間であります。 

ちょうど私が候補者になった頃に、私の町をこの農地中間管理機構を使っ

て土地の集積をするんだということで集落法人を立ち上げる作業を全力で

取り組んだわけですが、私の地域は平たん地域で非常に条件が良くて、二か

月半ほどで 750 ヘクタールほどが一発で集積ができたというような地域であ

りますが、農協にも地域営農ビジョンというビジョンがありまして、中期的

なビジョンの中でやはり集積はするべきだということで、円滑化事業を使い

ながら少しずつ地ならしをやっている最中にこういう機構が天から降りて

きたといいますか、そういうことだったわけですが、やはり現場の皆さん方

に説明をしていく中で、えたいの知れない機構だというような捉え方が非常

に現場には強かったなというのを感じます。 

特に、もしも貸付けをしたときに、返ってこないんじゃないかという心配

をされる農家の方が今もまだいらっしゃるということを全国いろいろなと

ころでお聞きするほど、やはり顔が見えないというのが中間管理機構の何か

私は弱点なのかなというところを思っております。 

先ほどからお話にあるように、やはり条件のいいところはすうっとできて
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いったんだけど、これからなかなか、耕作不利地域、こういったところをど

うするんだというのが議論の対象になってくるのかと思います。 

そういった中で、私の嫁の実家というのは棚田の地帯でありまして、昨年、

私の実家の父も、もう農業が続けられないということで中間管理に預けたい

んだというお話を持っていったところ、耕作者を連れてこないと、それは借

りはできないですよということで突き返されたということでありまして、さ

あ今年どうやるんだというのが今一番の課題になっているわけですけれど

も。 

そういった意味でいくと、やはり一番集積を進めなくてはいけない、また

そこにしっかり担い手を育てなければいけないという中山間地域、そういっ

た地域でこの集積事業を進めていくために本当にこれは相当な汗をかかな

ければいけないんだろうというふうに思います。安藤参考人は、元々のボタ

ンの掛け違いなんだというようなお話をされましたけれども、これだけの事

業をこの 5年間進めてきたということを考えると、やはり前に進めていくと

いうのが私は最大のこれから先の私たちの使命なのかなということを、一定

の理解をしております。 

そういった意味で、中山間地域でこの事業をうまく回すための参考人の

方々のアドバイスといいますか、御助言をいただければと思います。 

 

○委員長（堂故茂君） 

じゃ、佐藤参考人の方から順次御発言願います。 

 

参考人（佐藤博君） 

先ほど配付しました資料にも載せさせてもらいましたけれども、課題の一

等最初に、中山間地域における事業推進ということが課題であるというよう

な形で書いてございます。そういうことで、本県でも、この 5年間で中山間、

特に途中からはここに非常に力を入れてきたことは事実でございます。 

この資料にもありますように、始まった当初、その前に、当県の地域は、

大体、中山間地域は 4割です。ですから、6.4 の割合です、平場と中山間は、

統計上いうところのですね。そうした中で、当初の実績は、年間の集積した

面積は、この資料の 5 ページにもありますように、7.3 なんですね、平場と

中山間が。それを、この上段にありますように、中山間を多く抱えるところ

にちょっと駐在所を先に置かせてもらったり、中山間向けのＤＶＤを作った

り、それから様々な支援策も総動員しながら特に力を入れて頑張ったとこ

ろ、最近は 6.4 ぐらいと、大体その地域の面積分母ぐらいになっていると。

ただ、それでも、結果とすれば、今時点の集積率は、平場は 85 で中山間が

53 ということで、まだまだ追い付いていない状況にございます。 

そもそも、先ほどほかの参考人の先生からも話ありましたように、農地の

受け手が少ない、いないわけでございまして、これ、機構事業だけで論じて
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も、これはなかなか無理があるのではないかなと思ってございます。集落営

農ですとかぐるみ法人ですとか、それから地域外の法人からの参入ですと

か、そういった担い手の育成確保対策の強化も重要であろうと。 

ただ、そうはいっても、やっぱり中山間もできるだけ担い手に農地を集積

するふんだんの努力というのが私は必要だろうと思っています。その際、見

直しに当たってもいろいろな意見をこれまで述べさせてもらいましたけれ

ども、やっぱり平場以上にインセンティブを与えるといいますか、平場以上

のプラスアルファの支援策というのを講じることがやっぱり必要だろうと。 

この 5ページのところにもちょっと当県の県の単独事業を出させてもらい

ましたけれども、そういった中山間のところを受けてくれる担い手に対しま

しては、地代の賃借料相当分を、1 年目は 1 万円、2 年目は半額ぐらい、や

っぱり 2、3 年耕作しないとそこに慣れませんので、それぐらいのリスクは

少し県の方でも応援したらどうだというふうなことで県単独でやりました。

こうした形のフォローを是非国の方にもお願いしたいというふうなことを

お願いしたところでございます。 

それと、まとまった農地を農中に貸し付けるという場合に、やっぱり同じ

10ヘクタールをまとめるにしても、平場とはこれは難儀さが違うわけでござ

いますので、ハードルを少し下げてもらえないかという要望をさせてもらっ

たところでございます。そういった点では、集積協力金の要件が緩和された

というのは、1つ評価に値するんだろうというふうに思ってございます。 

それと、これからやっぱりどうしても付きまとうのは、条件が悪いと、圃

場が悪いもんな、狭いもんなというふうな話ですので、ここはやはり機構関

連の農地整備事業、これ中山間の集積を前進させる上で非常に要件が緩くな

りましたのでといいますか、まとまる要件が少なくなりましたので、ここを

やっぱりしっかりと行って、モデル事業をつくってやっぱり横展開していく

のが大事だろうと思ってございます。 

なかなかこれ、中山間はこの集積だけでなくて、やっぱり産業政策だけで

なく地域政策も絡めていかないと難しい問題だと思ってございます。やっぱ

り起死回生のホームランというのは私はないと思ってございます。現場でや

ってみて、ないだろうと。やっぱり単打を積み重ねると。去年のあの夏の甲

子園の金農のように、やっぱり送りバントで、スクイズで一点をもぎ取ると

いうようなことを積み重ねて、やっぱり地道に少しずつ成果を上げていくし

かないんでないかなというふうに思ってございます。 

以上です。 

 

参考人（宇田篤弘君） 

実は昨日も、和歌山県の美山というところがあるんですが、そこに移住し

てきた御夫婦に会ってはきたんですけれども、先ほど言われましたように、

やはり人がそもそも少ない、若い人がいないという状態の中で、そういう人
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たちがどういうふうにそういう地域に移住、定住していただくかということ

をやっぱりやっていかないと難しいのではないかと思うんですが、ただ、田

園回帰というふうに言われますように、御夫婦で移住される方も多くて、そ

の一つ大きな決め手になっているのは、やはり住む家がいいかどうかという

ことが大きいように思います。 

そういうところで成功しているなと思うのが、和歌山県の紀美野町という

ところがあります。町が頑張ってやってきたんですけれども、今回からその

移住者の代表がＮＰＯをこしらえてやっていくということになっているん

ですが、そこの代表の方含めて今 100 戸、100 世帯移住してきているという

ふうに言われています。つい先日、テレビでも少し紹介をされていましたけ

れども、東京大学出てというふうな、御主人がというような話で紹介されて

いました。そこはやはり住む家がうまくいっているから移住が進んだという

のはあると思います。ただ、通勤圏でもあるというのも一部あるのではない

かなとは思います。 

もう一つは、いざ農業を始めたとして、そういう中山間地域の一番大きな

問題はやはり獣害だというふうに思います。鹿も猿もイノシシも、和歌山な

らアライグマもいますけれども、和歌山県で大体年間に 3億少しの被害額が

出ているという報告をしていただいています。そういう柵をそもそも作って

いかないといけないとか、それは皆一定の補助をしていただいてあるんです

けれども、そういう管理していくことも大変になってきますので、そういっ

たところの手厚い支援なんかは必要なんではないかなというふうに思いま

す。 

いずれにしても、地区外から移住、定住を促進するようなことが中山間地

域のところでは非常に大事ではないかなと思います。そのことによって、地

元の人がまた元気をいただいて、鏡効果というふうに言われたりもしていま

すけれども、自分たちの地域の良さをもう一回見直していくような機会も実

際起こっているんではないかなというふうに思います。 

以上です。 

 

参考人（安藤光義君） 

なかなか中山間地域の担い手育成というのは難しい問題だと思っていま

すが、私が重要だと思っているのは、やはり集落営農の育成がポイントだと

思っております。中山間地域等直接支払制度を活用して集落営農をどう設立

するか、そして集落営農をどう伸ばしていくかということがやはりベースに

置かれるべきかなというふうに思っております。ただ、集落営農もかなり後

継者がいなくて大変な状況を迎えておりますので、集落営農に外から後継者

をどう入れるかと、こういうことをこれから考えていかないといけないかな

と思っています。 

また、集落営農の間での広域連携、つまり、弱いところを助けてあげるよ
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うな、そういう関係をつくっていくということも今後必要になってくるかと

思いますが、なかなか水田の条件も良くないところも多いので、ただ単に連

携関係、広域連携をすればいいという話じゃなくて、それを可能にするよう

なそれなりの整備を、特に畦畔管理の負担が中山間地域、非常に大変ですの

で、それを軽減できるような何らかの整備、あるいはその軽減が図れるよう

な技術革新、この辺りに力を入れていく必要があるかと思っております。 

また、そこに人に住んでもらわなければいけませんので、生活環境条件、

定住条件の整備も、これは農水省の政策を超える部分がかなりあるかもしれ

ませんが、そうしたものと連携しながら定住条件の整備を整えていくという

ことが必要かなと思っております。 

私からは以上になります。 

 

藤木眞也君 

ありがとうございました。 

私も、おやじからよく言われていたのは、農家は一人じゃ残れぬぞという

ことをよく言われて仕事をしてきたわけですけれども、今、この集積を担い

手に一定程度進めていくというのは私も理解をするわけですが、今回、8 割

といった数字が具体的に出てきていますし、それが正しいのか正しくないの

かといった点では私もいささか疑問があるわけですけれども、やはり集落に

は、これまで農道であったり用排水の管理であったり、そういった集落機能

を存続させるというのも農業にとっては大変大事な作業でありまして、やは

り数を一定程度は残さなくてはいけないというのが私は今後の一つの課題

だろうと思います。 

そういった意味で、もう時間がありませんので、佐藤参考人にお聞きした

いと思いますが、集積を進めて農家にまとめていくという問題と集落機能を

残すという問題、この辺をどうバランスを取っていかれようと思っていらっ

しゃるのか、お聞かせいただければと思います。 

 

参考人（佐藤博君）  

藤木先生がおっしゃったように、農地はまとめたと、例えば集落型の法人

なり集落営農組織でも結構です、まとめたと。そこで問題になるのは、ほか

の農家の方々、出し手といいますか、その法人に要するに農地を預けた方々

が、農地を預けたがゆえに、あと私はもうそれから全然手を引きますよと、

これが一番困るんですね。 

そこの集落には多分住まれていると思うんですけれども、とてもじゃない

けれども、田植と稲刈りはできるかもしれないけれども、日頃の水管理、畦

畔の草刈り等々につきましてはそのお願いされた法人だけでできる話じゃ

ございませんので、やっぱりそこは一定程度、農地を預けたにしても、その
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法人の中の構成員の一人として、場合によっては、若しくは、そこから作業

を再委託されるそのメンバーの 1人として、しっかりとそれぞれお互いがで

きる範囲内での役割をこなしていくというのがやっぱり私は大事だと思う

んですね。 

でないと、先ほど安藤先生がおっしゃったように、中山間地域で集落営農

組織、法人をつくったとしても、じゃ、お願いしますねといって、あとはも

う知りませんよという話だと、これはなかなか維持できないので、やっぱり

そこら辺のところをしっかりと立ち上がるときにお話ししていくというの

が大事だろうと。 

今、うちの方も水田地帯でございますので、当然ながら集落営農は相当前

から力を入れてきてございますし、それなりに熟度は高くなっているんでは

ないかと思っていますけれども、逆に言えば、ちょうど品目横断、自民党さ

んが下野する前の政策ですけれども、あのときに一生懸命になって集落営農

組織立ち上げたんですけれども、あそこで立ち上がったところがちょうど 10

年ちょっと過ぎぐらいになりまして、当時先頭になっている方々がちょっと

少しくたびれを起こしてきているんですね。疲れてきているんですよ。秋田

弁で済みません。なものですから、そこの代替わりのところも今非常に悩ま

しい問題ですね。 

農地は農地として預けるにしても、やっぱりそれぞれができる役割という

ものがあるわけですので、そこをやっぱりきっちり参画しながらやっていく

と、そこをやっぱり最初に確認しながら進めていくということが私は大事だ

ろうと思ってございます。 

 

藤木眞也君 

ありがとうございました。終わります。 

 

以 上 

 

 


